












　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
高
齢
・

障
害
・
医
療
の
各
事
業
所
で
は
、
今
も
日
々
緊
張
し
た
努
力

が
続
い
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
、
愛
知
在
宅
福
祉
サ
ー

ビ
ス
事
業
者
懇
談
会
（
略
称 

在
宅
懇
）
が
主
催
し
た
オ
ン

ラ
イ
ン
学
習
会
に
事
務
局
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

　
当
日
の
報
告
は
3
本
。
ま
だ
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

対
す
る
感
染
拡
大
予
防
策
の
科
学
的
根
拠
も
わ
か
ら
な
い
時

期
に
、
各
分
野
が
奮
闘
し
た
こ
と
、
情
報
共
有
の
あ
り
方
、

地
域
と
の
関
わ
り
、
感
染
症
が
起
こ
す
心
理
的
な
変
化
な
ど

に
つ
い
て
語
ら
れ
ま
し
た
。

　「
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
友
」
か
ら
は
、「
名
古
屋
市
に
よ
る
『
南
区
・

緑
区
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
へ
の
休
業
要
請
』
を
う
け
て
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
報
告
が
さ
れ
ま
し
た
。
休
業
を
せ
ず
、
感
染
対
策

を
徹
底
し
な
が
ら
行
っ
た
取
り
組
み
や
、
重
度
高
齢
者
で
も

自
宅
で
安
心
し
て
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
命
に
直
結
し

た
社
会
資
源
に
も
関
わ
ら
ず
、
事
業
継
続
に
対
し
て
の
賛
否

両
論
や
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
無
理
解
、
誤
解
へ
の
対

応
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

　
テ
ー
マ
は
「
障
害
及
び
高
齢
分
野
に
お
け
る
感
染
防
止
対

策
の
現
状
と
こ
れ
ま
で
に
み
え
て
き
た
こ
と
」。
感
染
発
生

時
を
振
り
返
り
、
仲
間
3
名
の
感
染
者
の
う
ち
1
名
が
重
症

化
し
、
大
切
な
命
が
消
え
て
し
ま
っ
た
こ
と
。
ま
た
そ
の
方

た
ち
を
支
援
し
て
き
た
職
員
の
繋
が
り
か
ら
、
1
0
0
名
近

く
の
自
宅
待
機
者
が
発
生
し
た
こ
と
が
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
特
に
印
象
的
だ
っ
た
の
は
、「
自
己
免
疫
性
疾
患
は
、
コ

ロ
ナ
に
感
染
さ
れ
た
社
会
も
ま
た
同
様
に
、
そ
れ
を
封
じ
込

め
よ
う
と
す
る
過
程
の
な
か
で
、
正
常
な
社
会
活
動
や
人
と

人
と
の
関
係
性
の
破
壊
を
も
た
ら
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
て

な
ら
な
い
」
と
語
ら
れ
た
こ
と
で
す
。

　
コ
ロ
ナ
感
染
の
定
義
を
決
め
て
対
応
し
、
過
剰
な
不
安
や

対
応
に
陥
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
し
た
こ
と
や
、そ
の
後
「
院

内
感
染
拡
大
を
ゼ
ロ
に
し
た
」
と
い
う
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
医
療
機
関
も
社
会
か
ら
理
不
尽
な
差
別
を
受
け
ま
し
た

が
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
正
し
い
情
報
提
供
や
行
動
を
行
い
、

「
お
互
い
を
守
る
こ
と
に
繋
が
っ
た
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
学
習
会
は
「
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
会
」
と
し
て

Z
O
O
M
を
活
用
し
た
こ
と
か

ら
、
関
東
や
九
州
の
法
人
に
も

ご
参
加
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
人
の
流
れ
が
止
ま
っ
て
い

る
今
、
こ
う
し
た
形
で
の
学
習
会

に
新
た
な
可
能
性
を
感
じ
、
ま

た
流
行
の
先
駆
け
の
実
践
に
多

く
の
気
づ
き
が
あ
り
ま
し
た
。

岡
山 

加
代
子

「
あ
い
ち
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
懇
談
会
」
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
会
に
参
加
し
て

　
　
　
テ
ー
マ
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
と
職
場
で
の
努
力

　
　
　
　            

　
　
～
高
齢
・
障
害
（
医
療
）
分
野
の
実
践
か
ら
学
ぶ
～
」

は
じ
め
に

高
齢
分
野
か
ら
の
報
告 

名
古
屋
キ
リ
ス
ト
教
社
会
館

障
害
分
野
か
ら
の
報
告 

ゆ
た
か
福
祉
会

医
療
分
野
か
ら
の
報
告 南

医
療
生
協
病
院

あ
い
ち
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者

懇
談
会
（
略
称 

在
宅
懇
）
と
は

　
愛
知
県
に
お
け
る
介
護
保
険
の
在
宅
サ
ー
ビ
ス
の

事
業
運
営
に
つ
い
て
、
様
々
な
問
題
を
共
有
し
、
そ

の
解
決
の
た
め
に
研
鑽
・
学
習
を
行
い
な
が
ら
、
私

た
ち
の
意
見
を
社
会
に
発
信
し
て
い
く
共
同
の
場
と

し
て
2
0
0
7
年
9
月
、

40
団
体
、
27
名
の
個
人
会

員
で
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
、
お
泊
り
デ
イ
や
外
国
人
労
働
者
の
問
題
、

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
総
合
事
業
な
ど
様
々

な
施
策
に
つ
い
て
、
行
政
を
は
じ
め
関
係
機
関
に
懇
談
・

政
策
提
言
を
行
い
、
要
望
を
出
し
て
い
ま
す
。
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コ
ロ
ナ
の
中
で
も
工
夫
し
て

　
今
回
ご
紹
介
す
る
2
0
1
9
年
度
及
び
2
0
2
0
年
度
正

規
採
用
職
員
研
修
は
、
本
来
で
あ
れ
ば
3
月
に
対
面
式
で
行
わ

れ
る
も
の
で
し
た
。

　
4
月
、
5
月
と
再
延
期
、
再
々
延
期
で
対
応
し
て
き
ま
し
た

が
、
初
め
て
参
加
す
る
職
員
か
ら
「
同
期
が
誰
か
も
わ
か
ら
な

い
」「
早
く
顔
を
会
わ
せ
た
い
」
と
い
う
声
が
聞
か
れ
た
こ
と
が
、

W
e
b
活
用
に
踏
み
切
る
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。
何
よ
り

も「
つ
な
が
る
安
心
感
」を
大
事
に
し
た
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

　
ま
た
4
月
よ
り
、
機
関
会
議
の
ほ
と
ん
ど
を
W
e
b
で
行
っ

て
く
る
中
で
、
ネ
ッ
ト
環
境
の
整
備
も
含
め
、
管
理
職
自
身
が

経
験
を
積
み
、
他
の
職
員
へ
援
助
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ

と
も
要
因
と
な
り
ま
し
た
。

　
最
初
に
行
っ
た
の
は
2
0
2
0
年
度
正
規
採
用
職
員
「
初

任
者
研
修
」
で
し
た
。
開
始
30
分
前
に
は
「
視
聴
確
認
作
業
」

が
で
き
る
よ
う
に
し
、
19
名
の
皆
さ
ん
の
ほ
と
ん
ど
が
定
刻
ま

で
に
は
、
何
と
か
画
面
上
で
顔
を
会
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　
事
前
レ
ポ
ー
ト
の
報
告
で
は
、
そ
の
人
を
身
近
に
感
じ
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
広
報
誌
に
掲
載
し
た
「
職
員
紹
介
」
の
資

料
を
手
元
に
置
い
て
参
加
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
休
憩
を
取
り

な
が
ら
3
時
間
半
程
の
研
修
で
し
た
が
、
理
事
長
講
義
の
録
画

を
盛
り
込
み
バ
タ
バ
タ
し
た
こ
と
や
、
や
は
り
全
体
と
し
て
は

「
一
方
通
行
」
の
感
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
教
訓
を
活
か
し
2
回
目
の
研
修
で
は
、
す
べ
て
の
報
告

を
そ
の
所
要
時
間
に
応
じ
て
時
間
配
分
し
、
質
問
や
感
想
タ
イ

ム
を
設
け
た
り
、
演
習
を
取
り
入
れ
た
り
と
改
善
を
行
い
ま
し

た
。
1
回
目
と
比
べ
る
と
運
営
側
も
参
加
者
も
少
し
慣
れ
て
き

た
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
疲
労
感
が
少
な
く
研
修
内
容
の
充
実

に
つ
な
が
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
2
0
1
9
年
度
正
規
採
用
職
員
「
ま
と
め
」
研
修
の
特
徴
は
、

実
践
発
表
「
今
、
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
」
を
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
る
と
い
う
機
能
（
ブ
レ
イ
ク
ア
ウ
ト
ル
ー
ム
）
を
活
用
し

行
っ
た
こ
と
で
す
。
ま
た
1
0
0
分
程
度
の
時
間
枠
を
ど
の

よ
う
に
進
行
す
る
の
か
、
事
後
レ
ポ
ー
ト
を
読
み
込
み
な
が
ら

作
成
し
た
資
料
を
活
用
し
、
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
の
皆
さ
ん
と

イ
メ
ー
ジ
の
共
有
化
を
行
っ
た
こ
と
も
大
き
な
財
産
と
な
り
ま

し
た
。

　
Z
o
o
m
の
活
用
も
ブ
レ
イ
ク
ア
ウ
ト
ル
ー
ム
の
経
験
も
初

め
て
の
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
の
皆
さ
ん
で
し
た
が
、
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
高
く
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
た
こ
と
に
感
謝
で
す
。

　
こ
の
間
の
研
修
に
は
、
ホ
ス
ト
と
し
て
事
務
長
に
も
参
加
し

て
も
ら
い
、
回
を
重
ね
る
ご
と
に
様
々
な
改
善
や
工
夫
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。
組
織
と
「
チ
ー
ム
力
」
が
試
さ
れ
る
日
々
で
す
。

　
研
修
部
長

　
向 

幸
子

W
e
b
を
使
っ
て 

研
修
再
開
　
～
新
た
な
試
み
の
な
か
で
～

条
件
を
創
り
出
し
な
が
ら

経
験
と
教
訓
を
次
に
活
か
し
て

w
e
b
上
で
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

研修内容

2020 年度正規採用職員「 初任者研修」（ 6/4、 7/2）

・ 1 回目「 自己紹介と ゆたか福祉会で働く 思い」 の報告と 交流　 / 理事長講義「 5 0 周年を迎えたゆたか福祉

会の歴史と 経営理念」

・ 2 回目 アイ スブレ イ ク  /「 日々の支援の基本について」（ 障害を持つ方と の関わり の中で大切にし て欲し い

こ と ・ ゆたか福祉会と 出会っ て～今思う こ と 、 職員の皆さ んに期待するこ と ～）

2019 年度正規採用職員「 まと め」 研修 (7/17 )

・ 研修のねら いと 今後に向けて（ Ｐ Ｐ 報告） /　 実践発表「 今、取り 組んでいるこ と 」（ ブレ イ ク アウト ルーム）

/　 全体発表　 / 「 2 年目を迎える皆さ んへ伝えたいこ と 」（ 理事長）
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広報・ 451 号

2020 年8 月号(2020 年8 月10 日発行 ) 

 定価 1 部100 円

法人協力会員・ 賛助会員は会費の中に購読料を含みます

発行・ 編集 ／ 社会福祉法人ゆたか福祉会

印　 　 　 刷 ／ 株式会社東海共同印刷

日 誌 ６ 月

 ４日（ 木） 2 02 0年度正規採用職員研修

 １１日（ 木） 広報・ ホームページ編集委員会　

 １３日（ 土） 評議員会　

 １５日（ 月） 事業運営推進会議

 ２４日（ 水） 所長会議

 ２７日（ 土） 強度行動障害者支援者養成講座  
   　 　 　 　「 基礎研修」～28日

 ２９日（ 月） 研修部会議

 ※評議員会、強度行動障害者支援者養成講座 
　 以外はW eb 対応

　 中野さ んはこ れまでにも 何度か、季節の風

物詩をモチーフにし た絵を描かれて応募さ れ

ています。今回が2回目の登場です。

　「 夏らし い光景を描きたい」と の思いから 、ご

本人がセミ 取りをし ている様子を休日等も 利

用しながら、ホームで丁寧に描かれました。

　 現在はスーパーで一般就労さ れている中野

さ ん。職場の方から も 、「 中野さ んの描いた絵

が（ 広報に）採用さ れたら 見せてほし い」と 話が

あったそう です。作品の応募にも 、意欲的に取

り組まれていました。

「 夏のセミ 取り 」

ゆたか生活支援事業所なるお　

中野稚也さ ん

法人協力会費・ 賛助会費・ 寄附金など福祉会への申し込み、ご送金は

法人協力会費 ＝年間１口 6,000 円、
賛助会員 ( 個人 1 口 3,000 円、 企業団体等 1 口 5,000 円 )

●銀行口座

●郵便振替口座

・ 三菱ＵＦＪ銀行 柴田支店 普通預金 291-884

・ 中京銀行 鳴海支店 普通預金 150-425

名義はいずれも 社会福祉法人ゆたか福祉会

00820-8-54026  社会福祉法人ゆたか福祉会

表紙の作者紹介

ゆたか福祉会広報№ 44 9 (2 0 20 年 6 月 10 日号 ) に掲載し まし た

2 019 年度ゆたか福祉会事業報告において、 間違いがあり まし た。

P3 と P11 に労災事故集計グラ フ が掲載さ れていますが、 P11 の

グラ フ が正し いデータ です。 P3 のデータ は誤り でし た。 お詫びし

て訂正いたし ます。

お詫びと 訂正

秋の行事

 あかつきまつり

大清水福祉センタ ーまつり

地域ふれあい広場

福祉村キラリンまつり

緑区区民まつり

南区障害者と 区民のふれあい
さ わやかウォーク

南区区民まつり

今年度はすべて今年度はすべて

中止と なっています。中止と なっています。

秋の行事秋の行事
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賛
助
会
員
新
規
加
入
者
・
更
新
者
ご
芳
名
一
覧

（
6
月
2 1
日
～
7
月
1 4
日
手
続
き
分
）
順
不
同
敬
称
略

井
出

　
由
紀

鬼
頭

　
宏

杉
浦

　
達
男

山
田

　
国
明

田
畑

　
博

生
駒

　
悦
子

西
尾

　
明

堀
江
ま
る
子

一
柳

　
裕
子

浅
野

　
清
高

戸
塚
や
よ
い

塚
本

　
道
夫

土
井
ち
づ
子

今
西

　
正
次

岡
下

　
豊
子

飯
田

　
輝
男

伊
藤

　
一
政

清
水

　
晶
子

尾
関

　
啓
子

稲
垣

　
孝
雄

発
知

　
功
治

小
田
切
龍
三

鈴
木

　
隆
介

川
上

　
雅
也

清
水

　
悦
子

稲
垣

　
雅
代

前
田

　
勝
彦

住
友

　
陽
子

浅
海

　
正
義

高
橋
香
与
子

高
橋

　
利
浩

近
藤

　
直
子

山
﨑

　
辰
雄

横
井

　
雅
幸

今
井

　
信
彦

神
田

　
清
一

岡
田
多
津
子

飯
田

　
章
代

岩
本

　
榮
子

笠
原

　
悦
雄

山
口

　
信
二

金
桶
貴
美
代

中
西

　
和
子

佐
藤

　
博
宣

鈴
木

　
徳
彦

渡
邉

　
洋
子

糠
谷

　
彰
洋

森
　
智
明

渡
邉

　
紘
三

渡
邉
喜
和
枝

村
井
智
恵
子

宇
野

　
廣
昭

若
尾

　
文
子

森
　
重
徳

平
國

　
哲

杉
浦

　
博

毛
利

　
登

浅
田

　
悦
男

石
川
さ
ち
子

浅
野
実
千
代

飯
田

　
立
輝

中
村
美
津
江

神
谷

　
恵
子

藤
田

　
有
紀

梶
田
ま
ゆ
み

山
田

　
清
文

千
葉

　
恵
子

藤
田

　
秋
雄

藤
田

　
明
美

奥
谷
さ
と
子

市
川

　
恵
子

布
施

　
一
三

水
谷

　
暎
子

吉
野
多
賀
子

高
森

　
裕
司

篠
原

　
直
人

篠
原
美
津
江

堀
　
鉦
三

池
田

　
栄
一

山
崎

　
恭
裕

小
林

　
美
枝

原
　
史
江

加
藤

　
信
子

村
松

　
敦
子

鈴
木

　
や
す

片
山
美
恵
子

後
田

　
剛

浅
海

　
嘉
夫

新
城

　
紘
行

新
城

　
照
美

今
井
百
合
子

小
西

　
智
江

横
井

　
脩

阪
田

　
正
子

近
藤
左
千
夫

中
武

　
繁
治

数
納

　
幸
子

渡
辺

　
正
春

村
田

　
昌
史

神
村

　
孝
子

堀
　
武
夫

中
薗

　
加
奈

ら
い
ぶ 

施
設
長

井
出

　
信
男

㈲
坪
井
電
機

代
表
取
締
役

坪
井

　
賢
三

社
会
福
祉
法
人

こ
ぶ
し
の
会 

高
橋

　
温
美

社
会
福
祉
法
人

た
か
ら
ば
こ

内
田
紙
店

港
北
幼
稚
園

壽
工
業
㈱

石
黒
運
送
㈱

東
洋
病
院

松
本
歯
科

近
藤
産
興
㈱

一
般
寄
附
（
6
・
7
月
）

金
桶
貴
美
代

数
納

　
幸
子

石
黒
運
送
㈱

社
会
福
祉
法
人

あ
ず
ま
福
祉
会 

お
お
ぞ
ら
作
業
所

（ 福）
コ
ス
モ
ス
福
祉
会

株
式
会
社
丸
菱

中
日
本
ジ
ュ
ー
キ
㈱

㈱
ワ
イ
ク
リ
ー
ド

御
崎
コ
ン
ベ
ヤ
ー
㈱

㈱
東
海
共
同
印
刷

お
も
ち
ゃ
図
書
館
ぴ
っ
こ
ろ

㈱
丸
八
ヒ
ロ
タ

大
橋
昭
人
事
務
所

㈱
赤
門
ウ
ィ
レ
ッ
ク
ス

桜
軽
金
属
工
業
㈱

㈱
毎
日
リ
ネ
ン
サ
プ
ラ
イ

㈲
田
口
モ
ー
タ
ー
ス

ありがとうございました

※利用者・ 保護者・ 職員の皆さ んから も 多く のご 寄附をいただきまし た。
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